
　　　　

2025 年 2 月 25 日

（平日） 10 時 30 分から 18 時 30 分まで

（学校休業日） 9 時 0 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

（別添資料１）

支　援　内　容

毎回、健康チェックをおこない子供たちの健康の把握と管理に努めます。
たくさん体を動かし健康な体づくりに取り組みます。
PTやOTと共にリハビリテーションを実施します。
子供が安心して過ごせるよう環境の構造化を図ります。
個別スケジュールやワークシステム、手順書等を活用して見通しをもって、自発的に活動出来るように支援します。
規則正しい生活が出来るように支援します。
自分で持ち物の管理ができるように支援します。
宿題をやり遂げる習慣を身に付けます
生活や社会のルールを理解し、習慣付けます。
身辺自立を支援します。
電車やバスの乗り方を学習します。

リハビリテーションや個別・集団プログラムを通じて、手指の巧緻性、体幹・筋力の向上、実行機能、集中力の向上などに取り組みます。
ダンススクールでダンスを通して楽しくリズム感や協調運動動作を学びます。
感覚統合療法を通して、主にバランス感覚や力加減が出来るように取り組みます。
感覚過敏な子に配慮した環境作りに取り組みます。
お出かけや公園遊び、室内での運動プログラムを通じて健康な体作りに取り組みます。

本
人
支
援

個別スケジュールやワークシステム、手順書等を活用して見通しをもって、自発的に活動出来るように支援します。
活動プログラムを通し、交友関係を広げ色々な体験が出来るように取り組みます。
宿題支援やとんぼエデュケーショナル教材、公文学習を通じて、数や、数の序数性・基数性、数の比較、数の分解・統合等の理解に取り組みます。
お金や時計の理解の向上に取り組みます。
ブロックなど立体の造形物を使った創作活動やマッチング、仕分け作業、タングラム・パズル等を通じて認知スキル能力の向上を図ります。
ビジョントレーニングに取り組みます

お友達と適切な言動で仲良く遊べるようにコミュニケーションの向上に取り組みます。
公文学習やとんぼエデュケーショナル教材を活用した学習を通じて、ひらがな、カタカナの習得や国語の基礎学力、語彙力の向上を図ります。
PECS（絵カード交換式コミュニケーションシステム）を通じた自発的コミュニケーションの支援をおこないます。

支援方針

日常生活の中で自分で出来る事を増やします。
自分の気持ちを相手に伝えることができるように支援します。
立地をいかした実践教育を重視します。
日常生活において、安心して生活でききる手段を指導します。
子供たちが楽しく学習・活動できるように努めます。

送迎実施の有無 あり なし営業時間

法人（事業所）理念 「子供たちみんながいきいきと輝ける場所」を目指しています。

事業所名 キッズプレイスとんぼ　杭瀬駅前校 作成日支援プログラム（参考様式）



人間関係
社会性

主な行事等

・季節行事（クリスマス会、ハロウィン、餅つき大会、節分、ひな祭り等）
・バーベキュー大会　など

家族支援

・定期的な個人面談やアンケート等を通じて、子供の状況や課題を情報共有し、
より良い支援に繋げます。
・保護者の相談にいつでも対応出来るようにしています。
・ご家庭での支援方法、学習方法をサポートします。
・デイサービスの状況等を帰りの送迎時や面談、連絡帳を通じてお伝えし、情報
共有します。 移行支援

・社会に出た時に自立した社会生活を送る事が出来るように、ライフスキ
ル、ソフトスキル、ハードスキルの向上に取り組みます。
・保護者、学校、事業所等が日頃から連携を図り、情報共有します。
・公園遊びや地域のイベント等を通じ、地域の子供たちと関り、楽しく過
ごせるように支援を行います。
公園遊びの際は、状況に応じて、鬼ごっこ等で一般の子供達も一緒に遊べ
る機会を作ります。

地域支援・地域連携

近所の商店街の飲食店とタイアップした調理体験や外食体験
商店街や地域のイベントへの参加

職員の質の向上

定期的な勉強会の実施。
個々の資質向上のため、PECSやTEACCH等の研修の受講支援をおこなってい
ます。

本
人
支
援

活動プログラムを通じて、お友達との交友関係を広げることが出来るように支援します。
場所に応じて声の大きさをコントロールできるように支援します。
一人でお買い物が出来るように取り組みます。
お友達や大人との適切な関わり方を、実生活の場面とセットにして学習します。
感情のセルフコントロールが出来るように支援します。
人との適切な距離を保ちながら、人と接する事が出来るように支援します。
お友達と適切な言動で仲良く遊ぶことが出来るように支援します。


